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1　はじめに
数多くのスポーツがある中で野球やサッカーの試合には、何万人もの観客が集まり、莫
大な経済価値を生みだしている。とりわけスタジアムの開設やリーグ戦の優勝は、その地
元に多大な経済効果をもたらす。しかし、そうした光の一方で、スタジアム新設に周辺住
民が反対するといった影の側面もある。本研究は、大型スポーツ施設に注目し、そうした
施設がもたらす正と負の両方の経済価値について調査する。スポーツ施設の経済効果につ
いては、さまざまな推計が行われ公表もされているが、スポーツ施設がもたらす外部不経
済の評価はこれまで行われてこなかった。本研究では、ヘドニック法を用いてスポーツ施
設が生活環境にもたらす外部不経済を定量的に把握する。
以下、本論文は次のように構成されている。続く第 2 節では、スポーツ施設の経済効果
について、これまで行われた推計のいくつかを紹介する。第 3 節ではスポーツ施設の建設
や利用が周辺住民に与える環境問題についてその事例を紹介する。第 4 節では、埼玉スタ
ジアムと味の素スタジアムを取り上げ、ヘドニック法によって、それら施設が周辺住民に
及ぼしている外部不経済を定量的に評価する。
2　スポーツ施設の経済効果
本研究でいう経済効果とは、以下の式で表される経済波及効果を指す。
　経済波及効果＝ 直接効果（建設投資や消費支出などの需要増加額）  
＋間接 1 次効果（上記の建設材や消費物の原材料等の生産による波及効果） 
＋間接 2 次効果（上記の雇用者の所得が増えたことによる新たな消費活動）
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ここでは最初に、サッカーの経済効果について紹介する。サッカーでは、日本代表戦や
J リーグの試合などが行われ多くの観客が訪れる。また、J リーグのチームは全国各地に
存在しており、地元経済に多大な経済効果をもたらしている。
ぶぎん地域経済研究所（2012）は、日本最大のサッカー専用スタジアムである「埼玉ス
タジアム 2 ○○ 2」（埼玉県さいたま市）の経済効果を推計している。埼玉スタジアムの
建設時に発生する建設投資による経済効果と、埼玉スタジアムの利用により 2001 年度か
ら 2011 年度までの消費支出（入場料や交通費等）による経済効果をまとめたものが表 1
である。表から埼玉スタジアムは埼玉県に 10 年間で約 1674 億円の経済効果をもたらして
いることがわかる。
出典：ぶぎんレポート No.153　2012 年 3 月号
表 1　埼玉スタジアムの建設投資による経済波及効果（単位：百万円）
次に、プロ野球に関して経済効果を紹介する。2009 年に旧広島市民球場から新広島市
民球場（MAZDA Zoom ─ Zoom スタジアム 広島）に本拠地球場の移転を行った「広島東
洋カープ」を取り上げる。
中国電力（2009）によると、2009 年の新球場移転によって広島県に得られた経済効果
は 185 億円と、旧広島市民球場の平年（2005 年から 2007 年の平均）を約 69 億円上回り
（約 59％増）、その前の年の 2008 年を約 45 億円上回る（約 32％増）など大幅な増加とな
った。これは新しく本拠地となった球場への関心の高まりと広島東洋カープの躍進によ
る。新球場に移転した年の観客の増加率が 74.3％にも及んだ。その後、経済効果は低迷す
るものの、2014 年から上昇しはじめ 2016 年にはセントラル・リーグ優勝を決めたことも
あり、過去最高の 340 億円に達した1）。
以上の 2 つの推計結果が示すように、スポーツ施設は、J1 サッカーやプロ野球を通じ
て地域社会に莫大な経済効果を与えている。
3　スポーツ施設が引き起こす環境問題
前節で示したように、スポーツ施設が地域経済に与える経済効果は多大なものがある。
一方、スポーツ施設は、その建設から実際の運用、試合・イベントにおいて、自然環境お
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よび生活環境に対して様々な問題を引き起こしている。
すなわち、スポーツ施設建設によって、周辺の生態系を攪乱し景観にて影響を与えてし
まうことがある。また、スポーツ施設には競技者だけでなく関係者や観客など数多くの人
が集まるため、その利用に伴い交通渋滞の発生や排気ガスなどの有害物質の排出、ゴミに
よる廃棄物問題などが発生する。さらに、スポーツ施設の建設時や観客等の声援、交通量
の増加などに伴う騒音やナイター試合での強力な照明によって、睡眠妨害や農作物および
生態系への悪影響も引き起こされる。以下、具体事例をいくつか紹介する。
（1）生活環境に関する問題
●フットサル施設
J1「湘南ベルマーレ」の関連団体が神奈川県藤沢市の公有地に開設したフットサル
施設に対し、地域住民は深夜にまで及ぶ騒音や照明による光害、出入り車両の増加を
訴えて反発している。住民は施設の営業時間終了を早めることを求めている。（神奈
川新聞 HP）
●地域の球技場
栃木県佐野市では、佐野市若宮球場での応援や気合い入れの声が騒音であるとし、
周辺住民が市に対して意見を述べた。住民自身が騒音測定計を用いて計測した結果、
午前 10 時と午後 9 時の室内計測で騒音レベルが 96dB と、「騒々しい工場内」と騒音
レベルがほぼ同じという結果となった。住民は、防音対策の実施や利用者に別の施設
で行うことを求めたが、これに対し市は別施設での利用は難しく、若宮球場の利用者
に強く指導しておくとの返答に終わった。他にも夜にまで及ぶ球場からの騒音に対し
被害を訴える住民の声が多く寄せられている。（佐野市 HP）
● J リーグサッカースタジアム
サッカーの試合会場やコンサートのイベントなどの会場として使われる「味の素ス
タジアム（東京スタジアム）」（東京都調布市）では、毎年大手レコード会社の大物ア
ーティストによる野外ライブが開催されている。2006 年に地元の自治会や小学校地
区協議会が周辺住民を対象にアンケートを実施したところ、多くの住民がライブの観
客に対する苦情を訴えた。多く挙げられたのが、来場者のゴミの散乱やゴミの投げ捨
てで、玄関前に食べ残しの弁当が捨ててあったという苦情もあった。また、送迎の車
の違法駐車や渋滞に対する苦情もあった。（zakzak by 夕刊フジ）
●プロ野球場
1973 年 2 月、近畿日本鉄道株式会社（以下：近鉄）が、「藤井寺球場」（大阪府藤
井寺市）を近鉄球団のホームグランドにすることを決め、ナイター設備を伴う増改築
工事を開始すると発表した。これに対して周辺住民らが、ナイター興業による騒音の
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発生、自動車公害（騒音、排気ガスの発生等）、ナイターの照明等による被害を受け
るとして、増改築工事の差止めの仮処分を申請した。裁判所は、これまでの閑静な住
宅地としての静穏が著しく阻害され、住宅地の性質を変容させるものであるなどとし
て、増改築工事のうち照明塔工事について差止めを認める決定を出した。その後、約
10 年間工事が中断されたが、近鉄が決定を不服として決定の取り消しを求めたとこ
ろ、1983 年 9 月 26 日に上記決定を取り消され、外野スタンド最上段に防音壁を設置
することと、鳴り物入りの応援を禁止することなどを条件として工事が再開された。
（近鉄藤井寺球場 HP）
（2）自然環境に関する問題
● J リーグサッカースタジアム
京都府亀岡市に計画されているサッカー専用球技場（仮称：京都スタジアム）の建
設予定地に、国の天然記念物である「アユモドキ」が生息していることから、日本魚
類学会や自然保護団体が建設の中止を求めている。アユモドキは、環境省レッドリス
トの絶滅危惧Ⅰ A 種（CR）2）に指定されているだけでなく、この建設予定地と岡山県
の 2 箇所でしか生息・繁殖活動をしていないことから反対の声が高まり、府は着工日
を予定日より 1 年程度先延ばしにした。（京都第一法律事務所）
● 2020 年東京五輪カヌー（スラローム）競技場建設問題
2020 年に開催される東京五輪に伴い、カヌー（スラローム）の競技場を都立葛西
臨海公園に建設する計画があがった。しかし、公益財団法人日本野鳥の会が、数多く
の野鳥や渡り鳥の繁殖地や中継地となっている重要な湿地が失われてしまうとして、
招致委員会理事長と東京都知事宛てに競技場建設変更の要望書を提出した。その結
果、隣接している都有地に建設地の変更が決定した（2014 年 11 月 19 日）。（日本野
鳥の会）
4　スポーツ施設が生活環境に及ぼす影響の定量分析
以上のようにスポーツ施設とそこで開催される試合やイベントは、多大な経済効果をも
たらす一方で、周辺住民に対しては、生活環境および自然環境に望ましくない影響を与え
ている。しかし、そうした外部不経済は、これまでのところ個別的局所的に認識されてき
たに過ぎない。また、その被害の大きさが定量的に評価されることもなかった。
そこで本研究では、2 つの大型スポーツ施設を対象に、ヘドニック法を応用してその生
活環境への影響を定量的に把握することを試みる。ヘドニック法とは環境変化がもたらす
影響が資産価値に反映されることに注目して、その便益や費用を評価する手法である3）。
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具体的には、住宅地の地価とスポーツ施設からの距離の関係から、スポーツ施設の生活環
境価値を評価する。データとして、施設が計画される前から現在に至るまでの周辺住宅地
の地価に関するパネルデータを作成し、統計分析ソフト Stata によるパネルデータ分析を
行った。
4─1　分析対象とモデル
（1）分析対象施設
対象施設については、都心に近い大型スポーツ施設の中から、サッカー日本代表戦や
J1「浦和レッドダイヤモンズ」のホームスタジアムなどとして使用され日本最大のサッカ
ー専用スタジアムである「埼玉スタジアム 2 ○○ 2」（以下：埼玉スタジアム）と、J1
「東京ヴェルディ」などのホームスタジアムとして J リーグの試合に使用されたりコンサ
ートなどの大型イベントに使用されたりする「味の素スタジアム（東京スタジアム）」（以
下：味の素スタジアム）を選んだ。表 2 にその概要を示した。
地理的特徴として、埼玉スタジアムは周囲に田畑が広がり住宅地や駅が離れた場所に多
く位置しているのに対し、味の素スタジアムの周囲には住宅地や様々な鉄道路線がある。
表 2　分析対象施設
名　称 埼玉スタジアム 味の素スタジアム
所在地 埼玉県さいたま市緑区 東京都調布市
用　途 サッカー専用スタジアム 多目的スタジアム
収容数 63,700 人 49,970 人
照　明 平均 2,000 lx 1,500 lx
スタジアム
内の様子
注：「埼玉スタジアム 2 ○○ 2」、「味の素スタジアム」公式 HP より作成
（2）分析の対象地域と分析期間
分析の対象地点として、国土交通省地価公示のうち、各スタジアムから半径 5km 以内
の地点を対象とする。含まれる市区町村は次の通りである4）。
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●埼玉スタジアム　：埼玉県さいたま市緑区 ･見沼区 ･岩槻区、川口市、越谷市
●味の素スタジアム： 東京都調布市、狛江市、三鷹市、武蔵野市、小金井市、国分寺
市、府中市、稲城市、神奈川県川崎市多摩区・麻生区
上記地域のうち、2016 年における各スタジアム周辺の調査対象地点数は、埼玉スタジ
アムが 49 地点、味の素スタジアムが 195 地点であった。
分析期間は、両スタジアムの開場年である 2001 年の前後 15 年、1987 年から 2016 年の
30 年間とした。その中で、ある調査年から地価データが表示されなくなった地点につい
ては分析の対象外としている。そのため、埼玉スタジアムは 14 地点、味の素スタジアム
は 37 地点が分析対象となった。図 1 にスタジアムの位置および分析対象地点を示す。
（3）説明変数
用いた説明変数を表 3 に示した。対象地点の最寄り駅や施設の建設計画と利用はダミー
変数である。
表 3　被説明変数と説明変数
変数 内容・出典等 単位
被説明変数 地価 国土交通省　公示データ 円 /m2
説明変数
駅までの距離 国土交通省　公示データ m
最寄駅
最寄駅＝ 1
国土交通省　公示データ
ダミー
地積 国土交通省　公示データ m2
建ぺい率 国土交通省　公示データ ％
容積率 国土交通省　公示データ ％
スタジアムまでの
距離の逆数
スタジアムまでの直線距離を地図
サイト上で測定し逆数に変換
km
建設計画 建設計画が発表されて以降の年＝ 1 ダミー
利用 開場して以降の年＝ 1 ダミー
地域の平均地価 地価公示の市区町村別平均地価 円 /m2
表 3 の説明変数のうち、駅までの距離から容積率については、宅地の属性としてヘドニ
ック法による分析で標準的に用いられているものである。それ以外の変数について、以下
で説明しておく。
スタジアムからの距離は、騒音や光害などが施設から放射状に周囲に被害が及ぶと考え
直線距離を説明変数に使用した。距離の測定には、『Google map』の「距離を測定」の機
能を使用した。ここで逆数を用いた理由は、スポーツ施設が生活環境に及ぼす影響が距離
とともに急速に減衰すると考えたためである。地点を 5km 以内に限った理由も同じであ
る。
計画ダミーは、計画が発表されるだけで将来の生活環境の悪化を予想して地価が影響を
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（a）埼玉スタジアム
（b）味の素スタジアム
図 1　スタジアムの位置および分析対象地点
注：円は半径 5km 以内を、〇はデータ地点を示す。「Google map」より作成
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受ける可能性を考慮して説明変数に加えた。同様に、利用ダミーは、実際の利用により、
それまで予想しなかった影響が判明し地価に影響する可能性を考慮するものである。
平均地価は、長期間の分析においてバブル崩壊や世界金融危機といった経済全般のショ
ックが地域の地価一般に及ぼす影響をコントロールするために含めた。なお、ここでの平
均地価とは、対象地点がある市区町村ごとに毎年国土交通省や各地方自治体が発表してい
る公示地価である。
（4）分析仮説
以上から、本研究では次のヘドニック地価関数を推定する。各説明変数の後ろに予想さ
れる符号条件を示した。
地価＝  f（駅からの距離（－），最寄り駅ダミー，地積（＋），建ぺい率（＋），容積率（＋），
スタジアムまでの距離の逆数（－），建設計画ダミー（－），利用ダミー（－），周辺の
平均地価（＋））
本研究の分析仮説は、スポーツ施設は経済全体には多大な便益をもたらすものの、周辺
住民にとっては迷惑施設であるということである。したがって、スタジアムまでの距離の
逆数、建設計画ダミー、利用ダミーが負の係数になることを予想している。
4─2　推定結果
表 4 に推定結果を示した。推定はランダム効果モデルを用いた。埼玉スタジアム、味の
素スタジアムともに、スタジアムからの距離、建設計画ダミー、利用ダミーのいずれも負
の値となっており、分析仮説を支持している。有意水準も、距離を除いて十分である。距
離に関しては、味の素スタジアムは 10％水準で有意だが、埼玉スタジアムは距離の影響
はないとする帰無仮説を棄却できない。ただし図 1 からわかるように、埼玉スタジアム
は、公示地価調査地点がスタジアムから 3.35～4.74km の範囲に限られており、距離と生
活環境の関係を把握するには均質過ぎた可能性がある。
5　まとめ
本論文では、スポーツ施設が経済や環境に及ぼす影響について考察し、施設周辺への影
響について地価データや様々な説明変数を用いてパネルデータ分析を行った。結果は、ス
ポーツ施設の存在は地価を下げるというものだった。
従って、スポーツ施設は、観客の動員等を通じてその地域の経済に良い影響を与えるだ
けではなく、環境面に関しては、施設の建設時や利用時に周辺の環境や住民に悪影響を与
えている。その影響とは、騒音や光害、利用者の行動によるものである。
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スポーツ施設は、そこでスポーツを「する」人も、「観る」人も、周辺に「住む」人も
全員が良い環境だと思えることが重要である。そのため、建設時から環境に配慮した施設
作りが必要となってくる。完成後は、影響を与えてしまう周辺住民やその地域に対して施
設側は何らかの形で補償すべきではないだろうか。例えば、スポーツ離れが懸念されてい
る昨今において、施設側はイベントを開催して周辺住民がスポーツを通し交流を深めるこ
とでお互い良い関係が築けるのではないだろうか。
注
  1） 中国電力株式会社　（2016）による。
（b）味の素スタジアム
係数 P 値
駅までの距離 -47.52 ＊＊＊ 0.000
最寄り駅
（ダミー）
調布  301745.3 ＊＊＊ 0.008
国領 -12183.2 0.667
西調布 -91521.1 ＊＊＊ 0.002
布田 -87750.5 ＊＊＊ 0.003
柴崎 -27504.1 0.412
つつじヶ丘 -56364.9 ＊＊ 0.023
京王多摩川 -139892.7 ＊＊＊ 0.000
三鷹 -15470.4 0.490
武蔵小金井 -42226.8 0.166
東小金井 -134195 ＊＊＊ 0.001
国分寺 -73500.7 ＊＊＊ 0.005
府中競馬正門前 -9406.1 0.776
武蔵野台 -39404.1 0.124
競艇場前 -74645.5 ＊＊ 0.016
府中 -1514.0 0.966
矢野口 -54954.1 0.107
稲城長沼 -85800.0 ＊＊＊ 0.010
稲城 -123623.2 ＊＊＊ 0.001
南多摩 -68332.1 ＊ 0.079
地籍  381.4041 ＊＊ 0.011
建ぺい率 -2366.5 0.333
容積率  951.4 ＊＊ 0.019
スタジアムまでの距離の逆数 -76456.9 ＊ 0.074
建設計画（ダミー） -79047.1 ＊＊＊ 0.000
利用（ダミー） -23736.2 ＊＊＊ 0.000
平均地価  0.5133 ＊＊＊ 0.000
（a）埼玉スタジアム
係数 P 値
駅までの距離 -28.00 0.199
最寄り駅
（ダミー）
北浦和 -210087.8 0.431
東浦和 -77760.5 0.102
岩槻 -101198 ＊＊ 0.048
北越谷 -202233.5 ＊＊＊ 0.001
東川口 -131696.4 ＊＊ 0.027
地籍  35.6 1 0.850
建ぺい率  11104.29 ＊＊＊ 0.009
容積率 (omitted)
スタジアムまでの距離の逆数 -373234.7 0.351
建設計画（ダミー） -27728.4 ＊＊＊ 0.000
利用（ダミー） -23879.6 ＊＊＊ 0.000
平均地価  0.2082 ＊＊＊ 0.000
表 4　推定結果
注：＊＊＊　1％水準で有意，＊＊　5％水準で有意，＊　10％水準で有意
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  2） 環境省レッドリスト 2015 年による。絶滅危惧種Ⅰ A 類（CR）は、「ごく近い将来における野生で
の絶滅の危険性が極めて高い」クラスである。
  3） 詳細は肥田野（1997）を参照。
  4） さいたま市は 2001 年に浦和市と大宮市、与野市、2005 年に岩槻市と合併したため、その年より以
前のデータに関しては、緑区は浦和市、見沼区は大宮市、岩槻区は岩槻市のデータを使用した。
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